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天川中学校音楽部は、8月17日（火）大

阪・松下IMPホールで行われた『第31回

We are Sneaker Ages』中学校大会（三

木楽器・産経新聞社主催）に出場しました。

大会は、10日間の日程で高校・中学校

合わせて135校が出場、5日目の中学校大

会には、15校出場しました。演奏・パフ

ォーマンス・応援などの総合点の上位2校

が「優秀校」に選ばれます。本年度の結果

は、昨年に引き続き「優秀校賞」を受賞

（3年連続3回目）。

本校は、予選10日間で出場した135校中、総合第3位で終えることができました。（採点基準は、

中・高とも同じ）

表彰の際、次のような講評をいただきました。「ここにいる7人が自分たちの力で、クラブの歴史

を変えていっています。きっと学校の歴史も変えていっているでしょう。そして、地域の歴史も変

えていってるんだと思います。何よりも、自分自身が今日、新しい自分に出会えたんではないかと

思います。優秀校賞おめでとう！！」

予選会当日は、音楽部の応援のために集まってくださった方は100人（昨年90人）を越えまし

た。天川からは、保護者・兄弟・祖父母・地域の方々・親戚・卒業生・先生方。他にも、県立橿原

高校（40人）・大阪府立北淀高校（25人）・私立大阪女子高校（10人）の軽音楽部の部員の皆さ

ん、天川中学校を応援したいという気持ちで、こんなにたくさんの方に集まっていただき、本当に

嬉しく、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

本大会出場に当たって、本当に多くの方々にお世話になり、支えていただきました。たくさんの

応援・ご支援をいただき、本当にありがとうございました。

なお、「優秀校賞」に選ばれた学校は、グランプリ大会に出場いたします。

12月26日（日）・舞洲アリーナ（大阪市此花区）で高校18校・中学校2校・計20校が、約

5,000人の聴衆の前で演奏します。天川中学校らしく、「心を込めた演奏」をめざしてがんばりま

す。今後とも、生徒達への応援をよろしくお願いいたします。

グランプリ大会の観覧・応援には、整理券が必要となりますので、ご入り用の方は、天川中学校

までご連絡ください。生徒達が、輝く瞬間を是非一度、会場でご覧ください。

部員

3年生　　水口　志保（部長） 上西比香里（副部長）

2年生　　杉本將大朗　　　　　森本　聖也

1年生　　今西　　萌　　　　　天神麻里亜　　　　　渡邊　愛菜

第31回We are Sneaker Ages 天川中学校音楽部　優秀校賞受賞
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式典には、議会議員の皆様や各大字区長様にご出席頂きました。
住民課長から事業の経過報告を行い、その後村長のあいさつ、奥田村議会議長から祝辞を頂きました。
旧火葬炉で御世話になりました霜村政治さんをはじめ、工事関係業者には感謝状が贈呈されました。

旧火葬炉で御世話になりました霜村政治さん、工事関係業者へ感謝状の贈呈。

天　川　村　火　葬　場　竣　工　式

天川村火葬場の竣工式が9月3日（金）に

行われました。

竣工式終了後の施設見学 多目的トイレ 告別ホール内待合スペース

旧火葬炉部はトイレ・倉庫に改修し、

新火葬炉部は増築しました。

【 改　修　前　】 【 改　修　後　】

e
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お年寄りを敬い、地域社会のために尽くしてこられたご苦労に感
謝し、長寿を祝う行事として9月15日に山村開発センターにおいて、
高齢者の皆さまや障害者の方々をお招きして社会福祉大会を開催し、
プロによる演芸などで日頃の労をねぎらいました。
式典は午前10時30分に開会し、主催者を代表して、柿坂村長が

挨拶し、「天川村には、65歳以上のお年寄りが、700人余りおられ
全人口に占める高齢者率は、42％で奈良県下においても非常に高

い状況にありますが、寝た
きりのお年寄りが少なく、
ここにお集まりいただいた皆様方のお顔を拝見いたしますと大変お
元気なご様子とお見受けいたします。これは私どもにとっても大変
喜ばしく、また頼もしいことであります。
これから村としましても、皆様方が安心して、楽しく、生きがいを
もって過ごすことができますように、各種制度の充実に全力を尽くし
て参る所存でございます。どうか今後とも、ますますお元気で、お過
ごし下さいますよう心からお願い申し上げます。」と挨拶しました。

このあと長年に亘り社会福祉に貢献されました方に対して村長より表彰状の贈呈がありました。
表彰を受けられた方は次のとおりです。

◎老人クラブ連合会　　　　　　洞　川　　小　西　翠　子　様
〃　　　　　　　　　　川　合　　森　岡　純　子　様
〃　　　　　　　　　　籠　山　　霜　辻　貞　治　様

◎社会福祉協議会　　　　　　　南日裏　　辰　巳　榮之助　様
◎手をつなぐ育成会　　　　　　川　合　　堀　井　里　江　様
◎ボランティアやすらぎの会　　洞　川　　青　木　健　一　様
◎ボランティアこまどり　　　　洞　川　　井　口　勝　代　様
受賞された皆様、おめでとうございます。
続いて来賓祝辞では、奥田村議会議長、森本社会福祉協議会会長、堀川民生児童委員会会長、中西区長

連合会会長がお祝いを述べられました。
最後に、森田老人クラブ連合会会長が謝辞を述べられ式典が終わりました。
午後には、プロによる演芸があり、楽しい一時を過ごしていただきました。
社会福祉大会にご参加いただきました皆様、ありがとうございました。
健康に気をつけられまして、これからも後輩へのご指導を賜わりますようお願いします。
そして来年もお元気で、この大会にご参加下さることをお待ちしています。

○事後評価の目的
都市再生整備計画に記載したまちづくりの目標・指標が事業終了時にどの程度達成されているかを評

価、公表し、今後の天川村のまちづくりに有効活用するものです。
○事後評価原案の公表と意見書受付について
◆原 案 の 公 表 場 所：地域政策課窓口・ホームページにて閲覧いただけます。
◆公 　 表 　 期 　 間：10月25日（月）から11月8日（月）まで
◆意見書の受付について：ご意見のある方は直接担当窓口に提出してください。

※提出される際には、住所、氏名、電話番号を必ずご記入ください。
◆提 　 出 　 期 　 限：11月8日（月）まで
◆問 い 合 わ せ 先：天川村役場・地域政策課　1：63－0321 FAX：63－0329

社 会 福 祉 大 会 開 催

まちづくり交付金事業（洞川温泉地区）事後評価原案の公表について
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10月18日（月）から24日（日）までの１週間は「行政相談週間」です。
年金、郵便、登記、道路、保険など国の仕事について分からないこと、困っていることがありま

したら、行政相談所でお気軽にお尋ねください。
相談は無料で、秘密は厳守します。
10月・11月の最終水曜日については、巡回行政相談所を行います。
なお、巡回行政相談所を開設する月、12月以外の月は、毎月、最終水曜日の13時30分～16時まで、

山村開発センターにおいて行政相談所を開設しています。
◆巡回行政相談所

10月27日（水）午後１時30分～午後４時　ふるさとセンターつどい
11月24日（水）午後１時30分～午後４時　ほほえみポート天川
◇相談のお相手◇

行政相談委員　井　口　勝　代 1６４－０１５０
※電話での相談も受付しております。

※次の相談方法もご利用いただけます。
◆奈良行政評価事務所 1 ０７４２－２４－１１００
◆行政苦情110番 1 ０５７０－０９０１１０

〔９月定時登録〕

平成22年９月２日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定時登録が行わ
れました。
今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

8月29日夏休み最後の日曜日、天川村林業研究グループ
（代表　杉本　將樹氏）によるこども木工教室が、天川中学
校技術室において開催されました。
木にふれて、木のぬくもりを感じてもらい、カナヅチやノコ
ギリなど道具の使い方を教えてもらいながら、子どもたちは、
汗だくになりながら本立てやイスなどそれぞれ考えてきた作品
を仕上げました。

選挙人名簿の登録について

夏休みこども木工教室

「行政相談」にあなたの声を！行政相談所を開設します。

男 女 合計
22.6.23の選挙人名簿登録者数（参議院選挙時登録） 742 845 1,587
名簿抹消者数 13 13 26

名簿登録者数 ５ ６ 11

22.9.2の選挙人名簿登録者数 734 838 1,572
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洞川中学校３年生の西村仁志君が８月５日に和

歌山県営相撲場で行われた第59回近畿中学校総合
体育大会相撲の部に奈良県代表として出場し、予

選リーグを勝ち抜き決勝リーグで近畿ベスト16位
に成りました。

８月18日に鳥取県民体育館で行われました第40
回全国中学校相撲選手権大会にも奈良県代表とし

て出場し惜しくも予選リーグ敗退と成りましたが、

大変よく頑張ってくれました。

応援して頂ました皆さん有り難うございました。

入湯税は鉱泉浴場の入浴行為の際、入浴客に対して課税しますが、普通税と異なり使途が決めら
れた税（目的税）です。
入湯税の使途は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設、観光施設、観光の振興等に

要する経費に充てるものとされています。

平成21年度の入湯税収入額　10,906千円　の　使途状況は次のとおりです。

○ 環境衛生施設の整備
ごみ収集事業　　　　　　2,700千円

○ 観光振興
自然環境保護巡視事業　　6,300千円
観光関係活動補助金　　　　406千円

○ 消防施設等
消防施設整備事業　　　　1,500千円　（各事業の一部に充てられています）

家庭で、普段の分別収集に出せなくて、処理に困っている不用品について、下記の日程で回収の
受付を行います。
【日　時】 平成22年10月６日（水） 午後１時30分から午後３時30分
【場　所】 天川村環境美化事務所（旧洞川ゴミ処理場跡地）

現地に持ち込んで頂きます。
○ 処理費の目安
みかん箱より小さい程度のもので1,000円　それ以上のものは2,000円～
※大きさにより処理費は変わります。
注）この回収は、普段の分別収集で出せない不用品が対象です。家電リサイクル法で定められている製品は回収

できません。

お問合せ先：天川村役場　住民課

洞川中学校　西村君が相撲の部で全国大会に出場しました。

入湯税はこのように使われています

分別収集に出せない不用品の回収について
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平成21年７月１日から開始しております、小学生・中学生の医療費助成制度について
平成22年10月１日診療分から、自動償還が可能になります。
これは、従来の乳幼児医療費助成のように、年１回の申請に基づき、医療証を交付しますので、

奈良県内の各医療機関で提示していただくことにより、後日役場から自動的に指定の口座へ助成金
を振り込むものです。県外医療機関分また、県内医療機関でも提示しなかった場合は、随時「児
童・生徒医療費助成金交付請求書」で役場住民課へ請求して下さい。
医療証の名称は「子ども医療費受給資格証」で、黄色の紙です。
詳しくは住民課福祉医療係へ、お問い合わせください。

住民課　福祉医療係　163－0321

平成23年４月から延滞金・督促手数料の徴収を強化します。

平成23年度からは、村の基幹税システム入れ替えに伴いコンピューターで延滞金の計算が可能と
なります。これにより、村税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）を滞納すると、
延滞金・督促手数料がかかります。
督促手数料は督促状１通につき、80円、延滞金は年14.6％です。（納期限の翌日から１月を経過す

る日までの期間は、平成22年中は年4.3％）

収め忘れ等がないようご注意ください。（便利で確実な口座振替をご利用ください。）
村税・国民健康保険税等を滞納されている方は至急納付して下さい。
（納付困難な事由があり、要件に該当する場合は、延滞金は免除される場合があります。）

「天川村税等の滞納に対する行政サービス等の制限措置に関する条例」が制定されました。

天川村では、すでに、指名願申請、村営住宅入居申請、各種補助金申請等について、行政サービ
ス等の制限を実施済でありますが、今回この制度をより拡大、強化するため、条例を制定しようと
するものです。村税等を滞納していると、さまざまな村の行政サービスが受けられなくなります。
【制限対象のもの】

一般競争入札の参加　村職員採用申請　新生児養育手当支給　水洗便所改造助成金
村営住宅入居申請　有害鳥獣捕獲奨励金　任意予防接種費用助成　福祉医療費助成
等です。

固定資産税の課税面積が地籍調査後の面積に統一されます。

地籍調査終了に伴い平成23年度から、地籍調査後の面積で固定資産税が計算されます。地籍調査
後の面積（増）が原因で、固定資産税額に変更がある方には事前に計算書を送付予定（12月頃）で
す。宜しくお願いします。

※お問合せは　住民課　税務係　163－0321

※　延滞金の計算例（平成22年中の率）

4月30日納期限の100,000円の税金を翌年3月31日に納付したとすると、

10万円×（4.3％×31日）＋10万円×（14.6％304日）＝12,525円→12,500円になります。

小学生・中学生の医療費助成金の償還が「自動償還方式」に変更されます。

平成23年4月から延滞金・督促手数料の徴収を強化します。

固定資産税の課税面積が地籍調査後の面積に統一されます。

「天川村税等の滞納に対する行政サービス等の制限措置に関する条例」が制定されました。
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第28回目を迎える「天の川もみじまつり」を、今年は11月6日・7日（土・日）の2日間
でイベントを実施いたします。
（※昨年より、近年の紅葉の遅れと１日のみの開催より2日間の開催にということで、11月
3日の祝日でなく週末の土日に開催しております。）
内容としましては、例年のヘリコプター遊覧・ボタン鍋・物産展、無料シャトルバス運

行・天川中学校音楽部によるミニミニコンサートほかを予定いたしております。
また、今年も奈良県教育の日イベント「天川村子ども作品展」が同時開催の予定です。
何かとご理解・ご協力をお願い申し上げます。

また、実行委員会では「もみじまつり」でのボランティアスタッフを募集いたします。
毎年大盛況のイベントとなりましたが、実行委員会構成団体の会員数の減少などにより、

スタッフが不足しております。
くず湯サービスや駐車場内案内（交代要員）などお手伝いいただける方、どうかご協力

をお願いいたします。（１日だけでもお助けいただければありがたいです。）
詳しくは、天川村総合案内所（163－0999）までお問合せ下さい。
天の川もみじまつり実行委員会　（事務局　天川村総合案内所内）

・・・・・満月堂 プロフィール・・・・・
満月堂は、今年で結成6年目を迎える4人編成の「おやじフォークバンド」です。
主に70年代の心に響いたフォークソングを中心にオリジナル曲を加え、年間、40本以上のライ
ブを続けています。活動場所は京都を中心に市内の著名なお寺、レストランでの定期演奏、様々
な地域イベント、商業施設のアトリウムでのライブ等、各所からも出演依頼を頂戴するようにな
りました。昨年9月に初めて天川村でライブをさせていただき、今回2度目のライブとなります。
今回のライブのために天川村をイメージしたオリジナルＣＤを制作中です。

昨年９月に洞川の資料館で初めてのライブをさせていただいた
折には天川の皆様の暖かさと雄大な自然に感激をいたしました。
このすばらしい自然を次世代に紡いでいくためにも今回、天川

村のご協力をいただきチャリティーコンサートをさせていただく
ことになりました。
メンバー一同皆様にお目にかかれることを心待ちにしています。

リーダー　東山三十六峰

今年は11月６・７日（土・日）に「天の川もみじまつり」を開催！

『天川村山癒の里寄附金　チャリティーコンサート』

詳しくはホームページをご覧ください！　　http://www.mangetsudo.com/

ボランティアスタッフ募集！

日　時 ：平成22年10月16日（土） 午後7時30分～午後8時30分
場　所 ：天川村山村開発センター　大ホール
入場料 ：皆様のお気持ちでお願いします。
＊皆様からの入場料は全額「天川村山癒の里基金」に寄附させていただきます。

満月堂ライブ 満月堂ライブ 満月堂ライブ 満月堂ライブ 
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≪10月の予定≫
＊3連休の初日・2日目は「1時間延長」営業

おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！

10月09日（土） ※1時間延長：全施設

10月10日（日） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、
各駐車場の駐車料金は「１時間無料」となります。

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

近畿最高峰大峯の山々は、水を生む神様。近畿最長河川の始まりは？そしてこれでお茶でも。
今年は昨年レンゲに加え新たに五番関へ。水分嶺！歩行計約3時間。（初級者から）
（※雨天及び大雨後は中止）
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター
【講　　師】天川を学ぶ会　大西房次先生
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・登山の服装等
【参 加 費】2,500円（小中学生半額）

⑧ 世界遺産「大峯」『始まりの一滴』
源流ハイキングツアー

10月23日（土）10：00～16：00
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変化の激しいこれからの社会を生きるために、確かな学力、豊かな人間性、健康・体力の知・

徳・体をバランスよく育てることが大切です！

「生きる力」とは　～知・徳・体のバランスのとれた力～

学習指導要領が変わります！

No.5 「今、学校教育はＮＯ,1」で「学習指導要領」
の大きな変更点について書きましたが、何回
かに分けて少し詳しく見ていくことにします。

基礎的な知識・ 
技能を習得し、それらを 

活用して、自ら考え、判断し、 
表現する 

確かな学力 

自らを律し、 
他人と協調し、 
人を思いやる心や 
感動する心などの 

豊かな 
　人間性 

たくましく 
生きるための 

健康や体力 

生きる力 生きる力 

基礎的な知識・ 
技能を習得し、それらを 

活用して、自ら考え、判断し、 
表現する 

確かな学力 

自らを律し、 
他人と協調し、 
人を思いやる心や 
感動する心などの 

豊かな 
　人間性 

たくましく 
生きるための 

健康や体力 

今回の学習指導要領改訂のポイント 今回の学習指導要領改訂のポイント 
● 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂 
● 「生きる力」という理念の共有 
● 基礎的・基本的な知識・技能の習得 
● 思考力・判断力・表現力等の育成 
● 確かな学力を確立するために必要な時間の確保 
● 学習意欲の向上や学習習慣の確立 
● 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実 

● 改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂 
● 「生きる力」という理念の共有 
● 基礎的・基本的な知識・技能の習得 
● 思考力・判断力・表現力等の育成 
● 確かな学力を確立するために必要な時間の確保 
● 学習意欲の向上や学習習慣の確立 
● 豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実 

全国どこの学校で教育を受けても一定の教

育水準を確保するために、各教科などの目

標や内容などを文部科学省が定めているも

ので、おおむね10年に１回改定
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

１ 金 診　　察 診　　察 燃焼

２ 土 閉　　　　館　　　　日 へき地巡回診療13：00～

３ 日 閉　　　　館　　　　日

４ 月 診　　察 診　　察 燃焼

５ 火 診　　察 検 査 日 資源１

６ 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

７ 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

８ 金 診　　察 診　　察 燃焼

９ 土 閉　　　　館　　　　日

10 日 閉　　　　館　　　　日

11 月 閉　　　　館　　　　日（体育の日）

12 火 診　　察 検 査 日 燃焼

13 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源１

14 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30～ 資源２

15 金 診　　察 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 10月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 10月の予定表
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日 曜日

16 土 閉　　　　館　　　　日

17 日 閉　　　　館　　　　日

18 月 診　　察 診　　察 燃焼

19 火 診　　察 検 査 日 資源１

20 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

21 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

22 金 診　　察 診　　察 燃焼

23 土 閉　　　　館　　　　日

24 日 閉　　　　館　　　　日

25 月 診　　察 診　　察 燃焼

26 火 診　　察 検 査 日 資源１

27 水 休　　　　診 脳のトレーニング教室 粗大

28 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

29 金 休　　　　診 燃焼

30 土 閉　　　　館　　　　日

31 日 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 10月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 10月の予定表
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検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　163－9110

天川村に住民票のある40歳以上の女性を対象に乳がん検診を実施しています。
受診の回数は2年に１度とされています（昨年度受診された方は今年度受診することができません）。今

までに乳がん検診を受けたことのない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や
「要精密検査」などの判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。
費用は1,500円の自己負担が必要です。
検診会場は大淀病院となりますが、受付は、ほほえみポート天川内　住民課で行ないます。検診を希望

される場合は11月末日までにお申込み下さい。

例年6月頃に検診バスによる子宮がん検診（集団）を実施しておりますが、１日での検診実施のため受診
できなかった方を対象に直接医療機関で検診を受けていただく個別検診を実施いたします。6月の子宮がん
検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人もこの機会にぜひ受診ください。詳しくは、下記ま
でお問い合わせください。
○受診対象：天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受診病院：奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
○個人負担：2,000円
○申し込み：ほほえみポート天川内住民課にお申込みください。（※必ず）
○受診期間：お申込みいただいた人に、専用の検診票を発行いたしますので、
ご持参の上、平成23年3月31日までに受診ください。

9月から65歳以上の方を対象に運動機能向上教室・脳のトレーニング教室が始まりました。両教室共に、
ご参加いただいている皆さんの楽しそうな笑い声が響いています。
両教室ともに平成23年3月まで実施していますので、興味をお持ちの方は、お気軽に下記までご連絡下

さい。みなさんのご参加を心よりお待ちしております。

今月は幼稚園に行きます！お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、ぜひご参加くださ
い。お待ちしております。

♪ 参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子
♪ 持ち物・・・タオル・お茶　など
♪ 送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

天川村では、村独自の子育ての支援策として平成21年7月より、乳幼児医療費助成制度と共に、任意予
防接種料の公費負担を実施しています。
この制度は、0歳～15歳（中学校3年生）を対象に任意予防接種の料金を村で負担するものです。詳しく

は対象者の方に個人通知にて案内します。任意予防接種は必要性や副作用等を知り、保護者の判断により
医師とご相談の上、接種する予防接種です。この機会に一度ご確認下さい。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

乳がん検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！

うさちゃんくらぶのご案内

知っていますか？任意予防接種料公費負担制度

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み
10：00～

10月14日（木）
11：30

天　川　幼　稚　園 天川幼稚園との交流会 必　要



1 個人住民税
◎扶養控除

○16歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33万円）を廃止します。

○16歳以上19歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除の上乗せ部分（12万円）を廃止し、扶養控

除の額を33万円とします。

○なお、19歳以上23歳未満の特定扶養親族に係る扶養控除（45万円）及び23歳以上70歳未満

の扶養親族に係る扶養控除（33万円）については、現行のとおりです。

現　行

改　正

2 固定資産税
・新築住宅等に係る固定資産税の減額措置の適用期限（新築や改修工事の期限）を次のとおり延長

します。尚、今後見直しを検討します。

○新築住宅・長期優良住宅　　　　2年延長（平成22年3月31日→平成24年3月31日）

○バリアフリー・省エネ改修住宅　3年延長（平成22年3月31日→平成25年3月31日）

3 国民健康保険制度見直しに伴う改正
○国民健康保険制度の基礎課税額に係る課税限度額を50万円（現行47万円）に引き上げます。

○後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を13万円（現行12万円）に引き上げます。

○国民健康保険の被保険者は非自発的な理由により離職した一定の者である場合においては、在

職中の保険料負担を比較して過重とならないよう、所要の措置を講じます。
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平成22年度地方税制改正の概要（市町村税関係）��������
��������

住民税（個人） 所得税
扶養控除額 扶養控除額

内

容

年齢（歳） 控除種別 所得控除額
16未満 一般（年少） 33万円
16以上23未満 特定 45万円
23以上70未満 一般（成年） 33万円
70以上 老人 38万円

年齢（歳） 控除種別 所得控除額
16未満 一般（年少） 38万円
16以上23未満 特定 63万円
23以上70未満 一般（成年） 38万円
70以上 老人 48万円

住民税（個人）【廃止・縮減】 所得税【廃止・縮減】
扶養控除額 扶養控除額

内

容

適用
時期

・平成24年度分以降の個人住民税に適用 ・平成23年度分以降の所得税に適用

年齢（歳） 控除種別 所得控除額
16未満 控除廃止
16以上19未満 一般 33万円
19以上23未満 特定 45万円
23以上70未満 一般（成年） 33万円
70以上 老人 38万円

年齢（歳） 控除種別 所得控除額
16未満 控除廃止
16以上19未満 一般 38万円
19以上23未満 特定 63万円
23以上70未満 一般（成年） 38万円
70以上 老人 48万円

h



◎生命保険控除の改組

【個人住民税】（平成25年度分以後の個人住民税に適用）

○生命保険控除を改組し、各保険料控除の合計適用限度額を7万円（現行：7万円）とする。

・平成24年１月１日以後に締結した保険契約等（新契約）に係る生命保険控除

新たに介護医療保険料控除を設け、一般生命保険料、介護医療保険料控除、個人年金保険料控除

のそれぞれの適用限度額を2.8万円とします。

・平成23年12月31日以前に締結した保険契約等（旧契約）に係る生命保険料控除

従前と同様の一般生命保険料控除、個人年金保険料控除（それぞれの適用限度額3.5万円）を適

用します。

【所得税】（平成24年度分以降の所得税に適用）

○生命保険控除を改組し、各保険料控除の合計適用限度額を12万円（現行：10万円）とする。

・平成24年１月１日以後に締結した保険契約等（新契約）に係る生命保険控除

新たに介護医療保険料控除を設け、一般生命保険料、介護医療保険料控除、個人年金保険料控除

のそれぞれの適用限度額を4万円とします。

・平成23年12月31日以前に締結した保険契約等（旧契約）に係る生命保険料控除

従前と同様の一般生命保険料控除、個人年金保険料控除（それぞれの適用限度額5万円）を適用

します。

4 たばこ税
・国民の健康の観点から、たばこ税の消費を制御するため、将来に向かって、税率を引き上げてい

く必要があり、平成22年度においては、税率を次ぎのように引き上げます。

・旧3級品以外の製造たばこ（1,000本につき） ・旧3級品の製造たばこ（1,000本）

※国と地方の配分比率１：１は維持

※国のたばこ税と合わせれば、１本につき3.5円の引き上げであり、これにより１本当たり5円程度

の価格上昇が見込まれます。

※旧3級品たばことは、次の6銘柄の紙巻たばこをいいます。

①わかば　②エコー　③しんせい　④ゴールデンバット（BOXを除く） ⑤ウルマ

⑥バイオレット

問合せは　役場住民課　税務係

TEL 163－0321 内線（161・162）

15
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現　行 改正案 増　減 現　行 改正案 増　減

内
道府県たばこ税 1,074円 1,504円 +430円 511円 716円 ＋205円

市町村たばこ税 3,298円 4,618円 +1,320円 1,564円 2,190円 ＋626円
容

合　　計 4,372円 6,122円 +1,750円 2,075円 2,906円 ＋831円

適用
時期 平成22年10月１日から適用

参 国のたばこ税 3,552円 5,302円 +1,750円 1,686円 2,517円 ＋831円

考 たばこ特別税 820円 820円 0円 389円 389円 0円
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「天川賛歌」（6）
・・・各分野から「天川村の力」一言メッセージ・・・

4月から連載を開始し、今月で6回目となりました。

さて、今月は？

風景写真家 

写真家 

奈良県立橿原考古学研究所所長 

奈良植物学研究会 

奈良教育大学名誉教授 

日本野鳥の会奈良支部前支部長 

森林インストラクター 

大阪産業大学人間環境学部講師 

奈良県山岳連盟副会長 

全国源流ネットワーク代表 

奈良インターカルチャー　代表 

ロケーションコーディネーター 

森林再生支援センター　専門委員 

奈良女子大学　共生科学研究センター 

 

ルーラルリサーチ（天川村の空気を育む会） 

（順不同・敬称略） 

米　谷　昌　浩 

林　　　幸　恵 

菅　谷　文　則 

森　本　範　正 

西　田　史　朗 

小　船　武　司 

水　谷　道　子 

谷　　　幸　三 

梅　屋　則　夫 

中　村　文　明 

 
佐　野　純　子

 

高　田　研　一 

佐　藤　拓　哉 

池　亀　建　治 

磯　村　幹　夫 

幸　家　大　郎 

4月号掲載 

4月号掲載 

8月号掲載 

8月号掲載 

7月号掲載 

7月号掲載 

5月号掲載 

5月号掲載 

6月号掲載 

6月号掲載 
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三重県四日市という工業地帯に生まれ育った私が、隣接する奈良県南部の世界遺産に登録されている

山と渓谷へ撮影に出かけるようになって4年ほどが経ちます。中でも山岳信仰と深い関わりを持ち大峯

山系の中枢天川村は険しい山々と清らかな水をたたえ、豊かな自然に育まれた美しい風景と貴重な動植

物の宝庫です。遙か幾重にも連なる山々のスケールの大きな風景と神秘的な情景に心を揺さぶられ、訪

れる度に新しい感動を与えてくれます。私の住まいから3時間以上はかかる撮影地ではありますが、そ

の魅力に憑かれたように数え切れないほどこの天川村を訪れています。この素晴らしい風景を１枚でも

多くフイルムに納め多くの人々や後世に伝える為にこれからも意欲的に撮影を続けて行きたいと思いま

す。

写　真　家　　　林　　幸　恵

写真家の視点・天川村讃歌

みたらい渓谷遊歩道や洞川自然研究路は植物が好きな人にはたまらない魅力だ。春～夏はクリンソ

ウ・ギンバイソウなど他で見られない美しい花で溢れる。秋の紅葉は圧巻だ。彩るモミジは10種類以

上に及ぶ。暖温帯と冷温帯の植生が混在し、その多様性、豊かさは極めて独特だ。又植物を活用する文

化は脈々と受け継がれトウキを使った薬湯やキハダの陀羅尼助、朴の葉寿しなどは有名だ。食や薬や草

木染に活用できる植物はたくさん観察できる。地元の方が「天川を学ぶ会」を創り地域の宝物捜しを始

めた頃以来、幸せにも係らせてもらっている。文化・歴史・自然など各分野を知悉したガイドさんが誕

生し自ら発信することは地域を守る上で何より大切だろう。

森林インストラクター・草木染染色家　水谷　道子

天川村は天からの贈り物

�������
�������
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現在放送されておりますテレビのアナログ放送（地上波放送）は、いよいよ平成23年

7月24日で終了となりますが、こまどりケーブル加入世帯は引き続きアナログ放送終了

後も視聴できることが決定しました。

下記の期間中は、暫定措置としてデジタル放送を現状のアナログ放送に変換して放送

いたします。

これにより、アナログテレビでもそのままでアナログ放送が視聴できます。

しかし、この措置は期間限定で、視聴時にはデジタルの各種サービスはございません。

（暫定期間）

平成23年7月24日（予定）～平成27年3月31日

※上記の内容等をこまどりケーブルから加入者の皆様へダイレクトメールが送付され

ます。

また、こまどりケーブルが、地デジ相談ダイヤルを開設いたしましたので地デジ化の

対応についてお問い合わせは下記までご連絡下さい。

役場・総務課

【お問い合わせ先】
こまどりケーブル株式会社　
地 デ ジ 相 談 ダ イ ヤ ル　7 0120－667－645

（9：00～17：30、日・祝日を除く）

『デジアナ変換』の実施について（暫定措置）

��������
��������

地上デジタル放送の準備は 
急ぐ必要はありません！ 
地上デジタル放送の準備は 
急ぐ必要はありません！ 
こまどりケーブル加入者の準備期間 こまどりケーブル加入者の準備期間 

平成23年7月24日　⇒　平成27年3月31日 平成23年7月24日　⇒　平成27年3月31日 
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I N F O R M A T I NO

機
能
性
胃
腸
障
害
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
は
、
胃
の
あ
た
り
の
痛
み
や
も

た
れ
た
感
じ
な
ど
が
あ
っ
て
、
胃
カ
メ
ラ
な

ど
の
検
査
を
受
け
て
も
、
医
師
か
ら
「
ど
こ

も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
か
「
少
し
胃
が

荒
れ
て
い
る
程
度
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
炎
症
や
潰
瘍
や
が
ん
と
い
っ
た

変
化
だ
け
が
症
状
の
原
因
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
胃
は
、
食
べ
物
が
入
っ
て
く
る
と
、
横

に
ふ
く
ら
ん
で
食
べ
物
を
受
け
入
れ
、
波
打

つ
よ
う
な
運
動
（
食
べ
た
物
を
先
に
送
る
た

め
の
消
化
管
自
体
の
動
き
）
を
し
な
が
ら
胃

液
と
食
べ
物
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
て
消
化
し
、
十

二
指
腸
に
送
り
出
し
ま
す
。

ま
た
細
菌
な
ど
の
病
原
菌
の
排
除
な
ど
の

機
能
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
消
化

管
自
体
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
脳
か
ら
も
神

経
や
内
分
泌
（
ホ
ル
モ
ン
）
を
介
し
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
受
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
非
常
に
複
雑
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
あ
る
た
め
に
、
様
々
な
原
因
で
乱
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
特
に
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
や
、
過
労
な
ど
の
身
体
的
ス
ト
レ
ス
が

主
な
原
因
と
言
わ
れ
て
お
り
、
緊
張
状
態
が

脳
を
介
し
て
胃
の
様
々
な
機
能
に
影
響
を
与

え
、
胃
の
痛
み
や
も
た
れ
を
起
こ
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
胃
の
状
態
を
機
能
性
胃
腸
障

害
（
機
能
性
胃
腸
症
）
と
呼
び
ま
す
。
以
前

は
慢
性
胃
炎
ま
た
は
神
経
性
胃
炎
と
言
わ
れ

て
い
た
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。

薬
、
ス
ト
レ
ス
対
処
法
、
生
活
習
慣
の
見

直
し
な
ど
で
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
を
受
診
し
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

▼
日
時
・
場
所

（
次
の
二
ヶ
所
で
実
施
し
ま
す
）

◎
平
成
二
十
二
年
十
月
四
日
（
月
）

午
前
九
時
〜
十
二
時
・
午
後
一
時
〜
四
時

奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町
二
十
二

番
地
の
一
）

◎
平
成
二
十
二
年
十
月
四
日
（
月
）

午
前
九
時
〜
十
二
時
・
午
後
１
時
〜
４
時

経
済
会
館（
大
和
高
田
市
大
中
一
〇
六
―
二
）

▼
予
約
受
付

（
但
し
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

九
月
二
十
一
日
（
火
）
〜
十
月
一
日
（
金
）

ま
で
。
電
話
予
約
（
奈
良
弁
護
士
会
1
〇

七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五
）
で
先
着
順

相
談
時
間
一
人
三
十
分
間

▼
日
時：

十
月
十
四
日
（
木
）

午
後
三
時
〜
午
後
六
時

▼
場
所：

奈
良
市
大
森
町
五
七
―
一
二

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎
内
会
議
室

▼
概
要：

労
働
委
員
会
委
員
が
相
談
員
と
な

っ
て
、
労
働
条
件
そ
の
他
労
働
関
係
に
関

す
る
相
談
（
募
集
採
用
な
ど
の
相
談
は
除

外
）
を
お
受
け
し
ま
す
。
一
人
三
十
分
程

度
で
す
。

▼
費
用：

無
料

▼
対
象：

県
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
労
働

者
及
び
事
業
主

▼
申
込
み：

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務

1：

〇
七
四
二
―
二
三
―
三
五
三
〇

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
中
、
相
続
関
係
、

農
地
関
係
、
離
婚
関
係
、
建
設
業
運
送
業
等

の
営
業
許
可
な
ど
の
無
料
相
談
を
下
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

▼
日
時：

十
月
二
十
三
日
（
土
）
・
十
月
二

十
四
日
（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

▼
場
所：

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
ア
ル
ル
二
階

ロ
ビ
ン
コ
ー
ト
ジ
ャ
ス
コ
前

◆
電
話
無
料
相
談

▼
日
時：

十
月
一
日
（
金
）
〜
十
月
三
十
一

日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

※
土
日
祭
日
を
除
く

▼
場
所：

奈
良
県
行
政
書
士
会
事
務
局

1：

〇
七
四
二
―
九
五
―
五
四
〇
〇

提
出
期
限
は
契
約
締
結
日
か
ら
二
週
間
以

内
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か
つ
合
理
的

な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
土
地
取
引

の
届
出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

土
地
取
引
に
係
る
契
約
（
予
約
を
含
む
。）

し
た
と
き
は
、
権
利
取
得
者
（
例
え
ば
、
買

主
）
は
、
二
週
間
以
内
に
土
地
売
買
等
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

◎
市
街
化
区
域
　
　
　
二
千
㎡
以
上

◎
市
街
化
調
整
区
域
　
五
千
㎡
以
上

◎
都
市
計
画
区
域
外
　
一
万
㎡
以
上

（
該
当
天
川
村
）

▼
届
出
先

届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
（
契
約
書
の
写
し
、
地
図
な
ど
）
と
と

も
に
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
に

届
け
出
て
下
さ
い
。

届
出
の
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

奈
良
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼
審
査
内
容

土
地
の
利
用
目
的
が
、
土
地
利
用
の
計
画

に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
利
用
目
的
の

変
更
を
勧
告
し
、
是
正
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
罰
則

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を

す
る
と
六
ヶ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
、

百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
奈
良
県
地
域
振
興
部
資
源
調

整
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
八
四
八
七

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

◎
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http：
//www.pref.nara.jp/

労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る
労
働

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

十
月
は
、「
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
」
で
す
。

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。

「
法
の
日
週
間
」
記
念
無
料
法

律
相
談
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お し ら せ

平
成
二
十
二
年
十
〜
十
一
月
に
近
畿
二
府

四
県
（
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
）
に
お
住
ま
い
の

皆
様
を
対
象
と
し
た
近
畿
圏
交
通
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
都
市
・
地
域
の
交

通
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
防
災
計
画
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

天
川
村
で
も
全
世
帯
を
対
象
と
し
て
調
査

票
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

基
準
日
の
家
族
の
移
動
状
況
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
ポ
ス
ト
に

投
函
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
回
答

の
件
数
が
多
い
ほ
ど
、
計
画
の
精
度
が
高
ま

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
調
査
主
体：

京
阪
神
都
市
圏
交
通
計
画
協

議
会
（
奈
良
県
、
国
土
交
通
省
他
）

▼
問
合
わ
せ
先：

奈
良
県
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
　
都
市
計
画
室

1：

〇
七
四
二
―
二
七
―
七
五
二
〇

▼
募
集
種
目

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格
（
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
）

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

（
一
般
）
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
（
月
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
七
日
（
金
）
ま
で

（
推
薦
）
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
（
月
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
六
日
（
木
）
ま
で

▼
試
験
日
時

（
一
般
）
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日

（
土
）

一
次
試
験

（
推
薦
）
平
成
二
十
三
年
一
月
十
五
日
（
土
）

か
ら
二
十
三
年
一
月
十
七
日
（
月
）
ま
で

の
間
の
指
定
す
る
一
日

▼
合
格
発
表
（
一
般
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
（
火
）

一
次

▼
合
格
発
表
（
推
薦
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
（
火
）

▼
そ
の
他

主
に
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
が
受
験
対

象各
種
訓
練
を
受
け
な
が
ら
、
通
信
制
高
校

の
教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
新
た
に
推
薦
採
用
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

1：

〇
七
四
七
（
二
十
二
）
三
七
八
九

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

十
月
十
二
日
（
火
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
不
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）

十
月
十
三
日
（
水
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）

十
月
十
九
日
（
火
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

十
月
二
十
一
日
（
木
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県
民

健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

◎
平
成
二
十
二
年
度
「
運
動
器
の
十
年
・
骨

と
関
節
の
日
」
市
民
公
開
講
座

▼
日
時：

十
月
二
日
（
土
）

午
後
三
時
〜

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
三
階
講
堂

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

▼
内
容：

講
演
会
（
演
題
・
演
者
未
定
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◎
目
の
愛
護
デ
ー
「
目
の
健
康
相
談
」

▼
日
時：

十
月
七
日
（
木
）
午
後
二
時
〜
四
時

▼
場
所：

奈
良
商
工
会
議
所
三
階
三
〇
二
会

議
室
　
奈
良
市
登
大
路
町
三
六
―
二

▼
内
容：
無
料
相
談

（
眼
科
専
門
相
談
医
三
名
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
各
種
目
募
集
の
ご
案
内

第
十
六
回
　
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資
料
展
示
等
を
通
じ
て
考

え
る
催
し
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
主
催：

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
（
構
成：

奈
良
地
方
法

務
局
・
奈
良
県
・
市
町
村
）

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
十
月
九
日
（
土
）

十
時
〜
十
五
時

▼
会
場：

天
理
市
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
周
辺
一
帯

天
理
市
守
目
堂
町
一
一
七
他

▼
イ
ベ
ン
ト

◎
屋
内
ホ
ー
ル

【
文
化
セ
ン
タ
ー
三
階
文
化
ホ
ー
ル
】

﹇
午
前
﹈

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
和
太
鼓
演
奏
）

○
開
会
式

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
保
育
園
児
の
歌
と
遊

技
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
　
等
）

﹇
午
後
﹈

○
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
　
ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ

ル
歌
手
　
新
井
　
深
絵
さ
ん

【
市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
】

○
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー

◎
屋
外

【
市
庁
舎
南
側
広
場
　
他
】

○
大
道
芸
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
韓
国
民
族
芸
能

○
金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

▼
展
示
等

【
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
】

○
啓
発
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

○
啓
発
ビ
デ
オ
放
映

○
啓
発
グ
ッ
ズ
展
示
　
等
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善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

森岡　盛夫　様

（亡母　森岡　八重野様の供養として）

ありがとうございました

I N F O R M A T I NO

○
法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

コ
ー
ナ
ー

○
人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
模
擬
店
・
物
産
展：

【
市
庁
舎
南
側
広
場
他
】

○
各
市
町
村
、
関
係
団
体
等
か
ら
の
出
展
に

よ
る
模
擬
店
、
物
産
展

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
等

※
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
天
理
駅
か
ら
約

一
キ
ロ
）

▼
入
場
料
無
料：

（
託
児
ル
ー
ム
・
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ：

◎
天
川
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
活
動
推
進

本
部
事
務
局
（
天
川
村
役
場
　
住
民
課

人
権
啓
発
係
1
〇
七
四
七
―
六
三
―
〇
三
二

一
（
内
一
六
〇
））

◎
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局
（
奈
良
県
く
ら
し
創
造

部
人
権
施
策
課
1
〇
七
四
二
―
二
七
―
八
七

一
九
）

▼
開
催
日：

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日

（
日
）

▼
会
場：

奈
良
県
文
化
会
館
　
国
際
ホ
ー
ル

〒
六
三
〇
―
八
二
一
三
　
奈
良
県
奈
良
市
登

大
路
町
六
―
二

▼
実
行
委
員
長：

岸
谷
　
讓
（
近
畿
大
学
医
学
部
奈
良
病
院

消
化
器
・
内
分
泌
内
科
講
師
）

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム：

◎
「
食
事
療
法
の
ウ
ソ
と
ホ
ン
ト
」

気
を
つ
け
よ
う
！
食
事
療
法
の
落
と
し
穴

・
座
長：

岸
谷
　
讓
　
近
畿
大
学
医
学
部
奈

良
病
院
　
消
化
器
・
内
分
泌
内
科
　
講
師

・
講
師：

本
田
佳
子
　
女
子
栄
養
大
学
　
栄

養
学
部
　
教
授

◎
「
病
友
を
自
己
管
理
の
師
と
し
て
」

・
座
長：

辻
井
　
悟
　
（
社
）
日
本
糖
尿
病

協
会
奈
良
県
支
部
長
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談

所
病
院
　
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長

・
講
師：

藤
本
淑
子
　
（
社
）
日
本
糖
尿
病

協
会
　
顧
問

◎
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
こ
れ
っ
て
ほ
ん
と
!?
糖
尿

病
生
活
の
豆
知
識
」

・
座
長：

山
田
宏
治
　
山
田
医
院
　
院
長

・
演
者：

奈
良
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
会
の
皆
様

◎
「
笑
い
と
食
事
」

・
座
長：
赤
井
靖
宏
　
奈
良
県
立
医
科
大
学

卒
後
臨
牀
研
修
セ
ン
タ
ー
　
准
教
授

・
講
師：

林
　
啓
子
　
筑
波
大
学
大
学
院
人

間
総
合
科
学
研
究
科
　
教
授

◎
公
的
年
金
制
度
の
必
要
性

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
十
九．

二
九
歳
、
女
性
八
十
六．
〇
五
歳
（
平
成
二
十

年
）
と
な
っ
て
い
ま
す

も
し
も
、
公
的
年
金
が
な
か
っ
た
ら
、
こ

の
長
い
老
後
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。

老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を
し
て
お
く
な
ど
、

個
人
の
自
助
努
力
で
対
応
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
の
自
助
努
力
で
老
後
に
備

え
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
物
価
や
資

産
価
値
の
変
動
を
予
測
す
る
こ
と
や
何
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
か
は
不
確
実
で
あ
る
た
め
、

老
後
生
活
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
わ
が
国
で
は
大
家
族
で
暮
ら
し
、

そ
の
中
で
高
齢
者
を
扶
養
す
る
の
が
一
般
的

で
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
核
家
族
化
が
進

み
兄
弟
姉
妹
も
少
な
く
な
っ
た
結
果
、
老
後

の
生
活
を
自
分
の
子
供
に
頼
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
長
い
老
後
の
生
活
を
安
心
で
き
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
制

度
で
す
。

◎
子
供
た
ち
の
生
活
も
保
障
す
る

年
金
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
も
、
先
の

こ
と
と
考
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
年
金
と
は
、
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き

に
初
め
て
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
と
き
か
ら
意
外
と
か

か
わ
り
が
深
い
も
の
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
一
家
の
担
い
手
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、
遺
族
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
の
は
、

就
職
ま
た
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、

公
的
年
金
制
度
に
加
入
す
る
前
に
発
生
し
た

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
公
的
年
金
制
度
加
入
者
と
同
様

に
、
二
十
歳
以
後
は
障
害
年
金
を
受
給
で
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
世
代
間
扶
養
の
仕
組
み
に

基
づ
い
た
公
的
年
金
制
度
は
、
大
人
だ
け
で

な
く
、
制
度
に
加
入
す
る
前
の
子
供
た
ち
の

生
活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

平
成
二
十
二
年
度

「
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

公
的
年
金
の
必
要
性

1

2

3

4



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 66.98トン
前月比 156.17％
前年同月比 99.99％

不燃 5.14トン
前月比 119.53％
前年同月比 84.96％

資源 11.32トン
前月比 125.64％
前年同月比 88.35％

粗大 2.07トン
前月比 133.55％
前年同月比 84.49％

8月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
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a.lg.jp
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平
成

22年
９
月

30日
発
行
　
通
巻
404号

村のうごき

人
口

1,782人
（
－
７
）

2010年
８
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女936人
（
－
６
）

男846人
（
－
１
）

世
帯
数

759戸
（
－
１
）

９月１日は「防災の日」。天川幼稚園では、９月２日中吉野広域消防組合天川出張所のご

協力・ご指導のもと、防災訓練～地震に備えて～を実施しました。

子ども達は、座布団で頭を押さえながらの避難訓練や起震車による地震体験を経験しました。

この防災訓練を通して、子ども達の顔がだんだん真剣な顔に変わっていくのをみて、一人

一人が地震の怖さや恐ろしさを身近に感じることが出来たと思いました。

これからも、「もしも」に備えて、日々の訓練に取り組んでいきたいと思います。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 


